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１．論文の目的と方法
本論文では、日本と中国における共通国語科教材の教材化及び指導法の比較研究が展開されることにな
る。日本と中国は同じ漢字圏の国であり、歴史・文化の面では長い間盛んな交流が行われており、共有してき
たものは多い。両国の国語教育においても、制度や目標や指導法などにおいて共通した面が多く見られる。
それぞれの国の国語教育の共通点を確認しつつ、また相違点をも明らかにすることによって、それぞれの国
にとってさらに効果的な国語教育を実現することができるとの観点を持つ。
本論文の目的は主に次の二つの点にある。第一に、日中に共通する教材に対して、日本と中国で行われ
ている学習指導法を考察し、それぞれの特徴と相違を明らかにする。それを踏まえて、日中の指導法をお互
いの国に活用する可能性を検討することである。第二には、特に魯迅の「故郷」について、学習指導を受けた
両国の中学生の異なった読みの反応を生み出す社会的・文化的要因を究明することである。もちろん、学習
者の反応は両国の学習指導の特徴に基づくものではあるが、それぞれの国の国語科教科書に収録された教
材のテーマ・主題に対する考察、及び共通教材の主題の捉え方には注目すべき傾向が見られる。
以上の 2点を明らかにするために、研究には次のような方法を導入することにした。
① 日中の国語科教育課程と国語科教科書の分析と比較。
② 日中国語科共通教材の調査と考察。
③ 共通した小説教材と漢詩教材についての具体的な考察。
④ 日中比較を通じた国語教育の新しい可能性についての提言。
２．論文の構成
本論文は全 4 章によって構成されている。第 1 章では日中国語科教科書の特徴及び共通国語科教材
の研究を展開する。まず日中の国語科教育課程の変遷を辿り、国語科教科書に採録された教材の特徴
を明らかにしつつ、日中に共通する国語科の教材に焦点を当てる。第 2 章は共通現代文教材の検討と
いうことで、特に翻訳の問題を含む「故郷」の教材研究、さらに授業実践に関する研究を展開する。
続く第 3 章は、漢文教材に焦点を当てて、「春望」と「静夜思」を中心にした両国の相違点を明らかに
しつつ、教材及び指導法についての研究となる。最後の第 4章では、それまでの研究成果を踏まえつ
つ、日中両国の国語教育の新しい可能性を提案する。
以下に本論文の目次を示す。
2はじめに
序章
第 1 章 日中国語科教科書の特徴及び共通国語科教材
第１節 日中における国語科教育課程の変遷
１ 日本における「読むこと」に関わる指導事項の変遷
２ 中国における「読むこと」に関わる指導事項の変遷
３ 教材編集方針の日中比較
第２節 日中の国語科教科書における内容価値
１ 中国の語文教科書に対する考察
２ 日中の国語科教科書における「記叙文」教材のテーマの比較
第３節 日中に共通した国語科教材
１ 共通教材に対する調査
２ 日中における共通教材の教材化の比較
３ 日中における教材価値の捉え方の相違
第２章 共通現代文教材の検討――魯迅の「故郷」を中心に
第１節 日中における魯迅の受容及びその作品の位置づけ
１ 魯迅文学の持つ特性と意義
２ 中国の語文教科書における魯迅の作品
３ 日本の国語科教科書における魯迅の作品
４ アンケート調査から見た現代中国の中学生・高校生の魯迅観
５ これからの魯迅文学の指導の課題
第２節 「故郷」の教材研究
１ 国語科教科書に使用されている訳文の問題点
２ 「故郷」の解釈における日中比較
３ 「故郷」の採択意図と教材価値
第３節 「故郷」の授業実践
１ 日本における「故郷」の学習指導
２ 中国における「故郷」の学習指導
３ 実践事例の比較から見た日中の読みの傾向
第 4 節 アンケート調査から見る日中両国生徒の読みの比較
１ 調査の概要と結果の分析
２ 調査の結果から見た日中の生徒の読みの反応
３ 受容背景の相違に対する考察
第３章 共通漢詩教材の検討――漢詩「春望」・「静夜思」を中心に
第１節 漢文教育（文言文教学）の意義と目的
１ 日本における漢文教育の意義と目的
２ 中国における文言文教学の意義と目的
第２節 教育課程における漢文教育（文言文教学）
１ 日本の学習指導要領における漢文教育
２ 中国の課程標準における文言文教学
第３節 中国における文言文教学の実態考察
3１ 語文教科書における文言文教材の採録状況
２ 文言文教学の指導実践例――上海の高校の場合
第４節 漢詩教材Ⅰ――杜甫の「春望」
１「春望」の教材研究
２「春望」の学習指導
第５節 漢詩教材Ⅱ――李白の「静夜思」
１ ジャンルと創作
２ 日本と中国に通行している詩の本文の相違
３ 日中における詩の解釈の相違―「床」の意味をめぐって
４ 「静夜思」から見る井戸と月の民俗イメージ
第 6 節 新しい実践の提案――小中高の連携を考える「静夜思」の指導
１ 提案の背景と目的
２ 日中の教育課程から見る両国の漢文教育（文言文教学）の系統性
３ 「静夜思」を小中高一貫教材としての可能性
４ 中国における「静夜思」の指導
５ 「静夜思」を使う小中高の漢文授業の提案
第４章 国語教育の新しい可能性
第１節 日中の国語教育の特徴
１ 日中の教科書に反映される内容価値の相違
２ 学習者の読みの反応と学習指導との関わり
３ 学習指導における課題
第２節 日中の国語教育への提言
１ 日本の国語教育への提言―朗読・音読・暗唱の提唱と「朝の朗読」の導入
２ 中国の語文教育への提言―初発の感想と読後の感想の導入
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３．論文の概要
続いて本論文の概要について、以下に章ごとに整理する。
序章
序章においては、まず本論文の研究の背景、研究の目的及び研究方法について言及する。
本論文は、日本と中国における共通国語科教材の教材化及び指導法の比較研究を行うものである。
中国では、「教師教授、生徒暗記」式の伝統的な指導法が長く行われてきた。1950 年代に入って、ソ
連の教育理論が主流となり、系統主義・能力主義・技能主義的な学習指導理論と実践方法がそれ以後
の語文教育（国語教育）に大きな影響を与えた。2000 年から始まった課程改革は児童・生徒一人ひと
りの個性や能力に応じた指導を重視し、主体性を伸ばす教育を提唱している。一方、戦後の日本の教
育は、アメリカの経験主義の影響を受け、学校は児童・生徒の興味や要望に応じて学習の展開を図り、
その主体性を重視し、多様な活動や経験を与えようとしてきた。
本論文で日本と中国を比較する理由は、主体的学習を重んじる日本の教育理念は、いまだに知育偏
重が続く中国とは異なるため、相互に参考に資する要素が多くあると考えられるからである。また、
4日本と中国は同じ漢字圏の国であり、歴史・文化の面では古くから盛んな交流が行われており、共有
してきたものは多い。国語教育においても、制度や目標や指導法などにおいて共通した面が見られる。
このような基盤があればこそ、互いの教育経験が自国に活用される際、効果的な国語教育を推進する
ことができると考えられる。
本論文は次の 2点を目的とした。
1 点目は、共通する教材に対して、日本と中国で行われる学習指導を考察し、それぞれの特徴と相
違を明らかにすることである。またそれを踏まえて、優れた指導法をお互いの国に活用される可能性
を検討することにした。2 点目は、代表的な共通教材である魯迅の「故郷」について、学習指導を受
けた両国の中学生の異なった読みの反応を生み出す社会的・文化的原因を究明することにある。この
点は、それぞれの国の学習指導の特徴による結果ではあるが、両国の国語科教科書に収録された教材
のテーマ・主題に対する考察、及び共通教材の主題の捉え方からも同様の傾向が見られる。国語科教
科書には、それぞれの国における期待される人間像が反映されている。
第 1 章 日中国語科教科書の特徴及び共通国語科教材
第 1 章においては、日本と中国における中学校の国語科教科書をめぐって、戦後から 2015 年現在に
至るまで、両国の教育課程における「読むこと」の領域を中心とした指導目標・内容、及び教材編集
の方針を整理・分析し、両国の国語科教科書の全体的な特徴を論じた。続いて日中共通国語科教材を
取り上げ、両国の国語教育の相違点を具体的に指摘した。
まず第 1 節では、日本と中国の教育課程の変遷をたどりながら、両国の国語教育における「読むこ
と」の指導の目標・内容及び教材編集の方針を整理・分析した。
第 2 節では、日中両国の中学校の国語科教科書を具体的に取り上げ、教材の構成や価値観などにつ
いて比較・分析した。まず、中国の語文教科書を考察の対象に取り上げ、続いて日本と中国の小・中
学校の「記叙文」教材のテーマについて検討を加えた。なお中国の語文教育では、「記叙文」「説明文」「議
論文」が三つの常用文体（ジャンル）とされている。「記叙文」とは、記述と描写を主な表現手法とし、叙事・記
人・写景・状物を扱う文体となっている。
日本では光村図書『国語』（小学校／2005 年／12 冊、中学校／2002 年／3 冊）、中国では人民教育出
版社『語文』（小学校／2008 年／12 冊、中学校／2004 年／6 冊）を対象として比較・考察を行った。
分析の方法としては、「思いやり・やさしさ」「生命・生きること」などといった複数のテーマを設定
し、日本と中国の教材の中でそのテーマに当てはまる教材の教材全体に占める比率を分析・比較した。
第 3 節では、戦後の中学校教科書を中心に、日本と中国が共通して使用した教材を調査し、共通教
材の特徴を明らかにした。また、日中共通教材の中から中国（魯迅の「藤野先生」）、日本（星新一の
「おーい、でてこーい」）と第三国（シェイクスピアの「ベニスの商人」）の作品を一編ずつ取り上げ、
教材の解釈・採録の意図・主題などの面から、同一教材の教材化の日中比較を行い、日中両国の教材
観・価値観の相違を浮き彫りにした。
第２章 共通現代文教材の検討――魯迅の「故郷」を中心に
第 2 章においては、共通教材における現代文教材として魯迅の「故郷」を取り上げた。主に教材研
究と授業実践との二つの大きな枠組みに分けて考察を加えた。
第 1 節では、「故郷」の作者魯迅の日中の文学界及び国語教育界における位置づけ及びその作品の受
容について概観した。この節を通して次の 3 点が明らかになった。1 点目は、魯迅の作品は社会主義
のイデオロギー宣伝に合わせて解釈されてきたこと。2 点目は、魯迅作品の教科書に採録されてきた
歴史は、中国の語文教育の発展史そのものであること。魯迅作品の教科書における受容を通じて、語
文教育の基本理念・教材観・価値観の変遷が明らかになった。3 点目は、中国では語文教育と政治と
は密接な関連性があり、教材解釈は政治に大きく影響されていること。以上の 3点である。
5第 2節では、まず筆者の中国人としての視点から、教科書に使用されている竹内好の訳文における
9 点の問題点を指摘し、翻訳教材の扱いについて検討した。次にこの作品の解釈をめぐって 4 種の視
点を設定して、日本と中国における異なった受容について考察した。
第 3 節では、第 2 節の教材研究を踏まえた上で、両国の学習指導の方法を比較・考察した。まず、
両国における代表的な学習指導法を取り上げ、それぞれの指導の優れた点と不足する点を比較・分析
した。日本の場合は、光村図書と三省堂の教師用指導書における学習指導案と、代表的な民間教育団
体による授業実践を 3 点取り上げた。中国の場合は、江蘇教育出版社の学習指導案と、著名語文教育
家による 2点の学習指導案を取り上げて考察した。次に、日中における代表的な実践事例をそれぞれ
1 点取り上げ、日中の生徒における読みの違いは教育現場でどのように生み出されたかを具体的に考
察した。その結果、日本の生徒の読みには、①情緒的・感動、②主体的、③社会に生きる人の人間性
に注目、④多様性という傾向があるのに対して、中国の生徒の読みには、①理性的・教訓、②客観的、
③人間性から社会の在り方に注目、④集中性・画一性という傾向が明らかになった。
第 4 節では、第 3節の考察で明らかになった日中生徒の読みの特徴を、「故郷」を用いて日本と中国
で実施したアンケート調査を通して検証した。続いて、日中の生徒の読みの相違に対して、文化心理
学、教育心理学、日中道徳教育、日中国語教育の理念、日中の国語科教科書における作品本位と作家
本位、という 5種の視点に即して考察を行った。
第３章 共通漢詩教材の検討――漢詩「春望」・「静夜思」を中心に
第 3 章においては、共通教材における漢詩教材の教材化と学習指導について、李白の「静夜思」と
杜甫の「春望」を取り上げた。
第 1 節と第 2 節では、日本の学習指導要領と中国の課程標準（日本の学習指導要領に当たる）の記
述を踏まえつつ、日本と中国で漢文教育と文言文教学（中国の古典教育）を行う意義と目的について
論じた。日本の学習指導要領における漢文教育に関する記述には、「興味・関心を深める」「親しむ態
度を育成する」「人生を豊かにする」という文言が頻繁に使われている。一方中国の高校の課程標準に
は、「民族精神」の体得、「伝統文化」に対する認識、「史的な立場」による理解、「民族の知恵」の吸
収などの文言が頻出し、文言文教材を民族的・歴史的に読むという指導の方針が明らかになった。中
国では、文言文の学習を通して民族的精神、史的な視点を養うことを目標に掲げているのに対して、
日本では、学習者の古典に対する愛着及び個人の素養の向上が目的となっている。
第 3 節では、中国の文言文教学の実態を把握するため、中国の教科書における漢文教材の掲載状況
を分析し、上海の高校で行われた漢文授業の概要を紹介し考察を加えた。
第 4 節では、「春望」（杜甫）を取り上げ、日本と中国でどのように教材化され、実践されているの
かを考察・分析した。
第 5 節では、李白の「静夜思」を研究の対象とし、日本と中国ではどのように解釈されているかを
考察した。主に次の二つの課題に分けて検討した。①日中両国に普及している詩の本文に相違がある。
なぜ違う版本が出てきたのか、その原因を追究する、②詩の冒頭の「牀」（「床」）を「寝台」・「ベッド」
と解釈するのが一般的であるが、新しい解釈を提案し検証した。
第 6 節では、日本で「静夜思」を小・中・高の一貫教材として使用される可能性を検討した上で、
中国での学習指導を参考にし、「静夜思」という同一教材を使って、日本の小・中・高の漢文指導につ
いて提案を試みた。
第４章 国語教育の新しい可能性
第 4 章においては、教科書教材の内容価値、学習指導と児童・生徒の読みの反応との関わりに焦点
を当てて、日本と中国に分けてそれぞれを比較・分析を行い、そこから両国の学習指導の課題を見出
し、今後に向けての提言を行った。
6まず、日本の国語教育に対しては、朗読・暗唱の提唱と「朝の朗読」の導入を提言した。昭和 20
年代にアメリカの経験主義教育の導入によって、音読・朗読より黙読が重視されていた。その後、音
読・朗読が少しずつ活況を呈するようになったが、古典の指導以外に言及されたことは見当たらなか
った。また、暗唱に対してはさらに慎重な態度を見せている。一方、中国の語文教育では、朗読・暗
唱は伝統的かつ有効な学習法として扱われてきた。2011 年版の小学校と中学校の課程標準において、
各校種・各学年ごとに暗唱する詩文の数値目標が設定されており、作品のリストも公表されている。
日本では、音読・朗読の重要性は次第に認識されてきたが、暗唱の有効性はまだ広く認められていな
い。そして、学習指導要領における音読・朗読に関わる記述が明確なものではないため、教育現場で
の実行が困難を伴うことが想像される。これらの状況を踏まえて、日本では、暗唱という学習活動を
再認識することと、音読・朗読・暗唱に対して明確な目標・基準を示すことの 2点を提案した。
次に、中国の語文教育にして、初発の感想と読後の感想の導入を提言した。中国の生徒の読みには、
教訓的、道徳的なものが多く、全体的に画一化が目立つという特徴がある。日本の学習指導には、初
発の感想と読後の感想を書くという課題が多く見られる。初発・読後感想の指導は、生徒一人ひとり
の考え・感想を尊重し、主体的な読みを育てることにつながる。中国の生徒には、豊かな感性と個性
を持ち、主体的に読むことのできる能力が必要である。初発・読後の感想を書かせることは、これら
の能力を養うための最適な指導だと考える。
終章
本論文は日中両国の共通国語科教材の教材化と指導法をテーマとして、日本と中国の教科書内容の
調査、共通教材の整理と分析、同一教材に対する教材化・指導法の日中比較、日中生徒の読みの特徴
など、さまざまな要素を取り入れた。まとめてみると、主に二つの課題を中心に行われた。第一に授
業方法の研究として、日中両国の学習指導を検討し、互いの国に活かせる有効な指導法を提言した。
第二に授業の思想・内容価値として、教材の採録や解釈及び生徒の読みの反応から、日中両国の教科
書における教材の内容価値の相違を捉えた。
国語教育の日中比較をさらに深め、それぞれの国の国語教育に学びつつ、今後の改善を図る。なお
本論文の成果と課題に関しては、以下に改めて言及する。
４．論文の成果と課題
本論文の成果としては、以下の 4 点を挙げることができる。
１ 日本と中国が共通して国語科教科書に採録した教材を調査し考察したこと。
戦後、日中両国の中学校の国語科教科書を中心に、共通して採録した教材を調査・整理し、現代文
と漢詩・漢文との 2領域に分けてそれぞれの特徴を明らかにした。日本と中国は過去には多くの教材
を共有していたが、現在はその数が減っている。共通教材の研究を通して、両国の国語教育における
共通した教材観・価値観を捉えることができた。また、日本では早い時期に教科書から姿を消してし
まった作品が、中国ではなお教科書に取り上げられている。それらの教材には、イデオロギー教育を
行うのにふさわしいものが多いという傾向が見られる。一方、同一教材に対して、両国はそれぞれど
のように教材化したかについて、教材解釈、採録意図、主題などの面から比較を行った。
２ 日本と中国の教科書教材の内容価値を明らかにしたこと。
主に次の三点に分けて日中教材の内容価値を比較・分析した。すなわち第一には、日本の学習指導
要領と中国の大綱・課程標準における教材編集に関する内容、第二には、日中両国の小学校と中学校
における教材テーマの比較、第三には中国の教科書に焦点を当てて、通時的かつ共時的に教科書教材
の内容の分析・考察を行った。
３ 日本と中国の指導法の特徴を明らかにしたこと。
7日中共通の現代文教材と漢文・漢詩教材に関して、日中の学習指導の特徴をそれぞれ考察した。そ
の際、共通現代文教材では魯迅の「故郷」を、共通漢詩・漢文教材では杜甫の「春望」と李白の「静
夜思」を取り上げた。現代文の指導法に関しては、日本の場合はワークシートの活用と初発・読後の
感想が有効な指導法であり、この二つの学習指導には生徒の主体性が見られる。中国の場合は、盛ん
に朗読を行うことと必ず主題をまとめることが特徴的である。主題には作者の思想・考えや教訓的な
まとめが含まれており、中国の語文教育の主要な特徴が見られた。また、漢詩・漢文の指導法に関し
ては、日中両国は授業の大まかな流れと朗読・音読を取り入れることに共通していることが確認でき
た。相違点としては、暗唱活動の位置づけと指導内容の難易度の 2 点を挙げて検討した。
４ 日本と中国の生徒の読みの傾向を明らかにしたこと。
日中の生徒の読みの特徴に関しては、第 2 章第 3節の「故郷」の授業実践の日中比較から見えてき
たが、第 4節のアンケート調査の結果によって明らかになった。日本の生徒は、想像力を働かせて人
物の内面に踏み込んで、その人の感情・考えを推測し、評価する。その読みには感性的・感情的なも
のが多く、同時に多様性も見られる。それに対して、中国の生徒は、登場人物との間に距離を置き、
その人物の境遇・感情を客観的に・理性的に分析する。そのため、中国の生徒の読みには教訓的・道
徳的なものが多く、集中性・画一化も目立つ。また、日本の生徒は、社会の様子を背景とし、個々の
登場人物の境遇・性格・心情に注目し、それに合わせて感情・感動を表す傾向がある。それに対して、
中国の生徒は、人物の分析を手がかりとして、それを踏まえてさらに社会全体の在り方に注目し、個
人の境遇の社会的原因を探ろうとする傾向が顕著であった。
本論文の今後の課題としては、以下の 4 点を挙げることができる。
１ 日中共通教材の補充と改善をすること。
第一に、日中共通教材の調査について、日本の教材の調査には、教科書センター所蔵の資料・文献・
教科書・教師用指導書を使用した。戦後日本の中学校の国語科教科書の採録状況を、広く全体的に把
握することができたと思われる。しかし、中国の教材については、資料・文献・教科書を入手しにく
い実情があったため、1949 年後すべての小中高の語文教科書を調べることができなかった。このため、
本論文に示されている共通教材を、今後さらに補充・改善する必要がある。
２ 教育現場の実態に関する調査を踏まえた学習指導の考察をすること。
第二に、本論文における学習指導の日中比較は、主に教科書会社の出版した教師用指導書に例示さ
れた学習指導案に焦点を当てて行った。なお、実際には、日本においても中国においても教師用指導
書の学習指導案に目を通さずに授業に臨む教師が多くいる。各教科書会社の考案した学習指導案は全
国で広く使えるような一般的なものだと理解されてはいるが、現場の教師はどのような学習指導案を
使用しているかについて、教育現場の実態についての調査・研究を徹底したうえで、さらに詳しく考
察を加える必要がある。
３ 「故郷」以外の教材に対する両国の生徒の読みに対してさらに詳しく考察すること。
第三に、日中生徒それぞれの読みの特徴は、「故郷」に関するアンケート調査を通じて明らかになっ
たが、調査結果をさらに充実させるべく、「故郷」以外に適切な教材を使った調査が求められる。
４ 学力の育成と興味・関心の喚起を融合できる国語教育を模索すること。
そして第四には、本論文での研究成果を踏まえて、学力の育成と生徒たちが楽しく学ぶことの両者
が、相互に実現できるような国語教育を模索することを、今後の重要な課題として確認しておきたい。
５．総評
本論文は全編を通じて、丹念かつ詳細な分析と考察が積み重ねられており、このテーマの先行研
究を凌駕する内容になっている。すなわち、日本と中国の教材観や国語教育観の相違にまで踏み込ん
だ研究は、中国の現代史や学校教育の変遷に一定の知識がなければ扱うことが困難であり、細やかな
8分析をしようとすれば高度な中国語力が求められるため、日本の研究者にはアプローチが困難なテー
マでもある。それは同様に中国の研究者にとっても当てはまる問題である。
筆者は日本語に精通し、長年の調査研究によって日本独自の国語教育についても広範な知見を有し
ており、日中の国語教材を精緻に読み解くことができる力量が備わっている。本論文においてはその
力量を十分に発揮して、関連する日中の諸資料を丹念に調査し、日中に共通する国語教材及びその指
導法に関する比較を試みた点は、この研究課題に関わる先駆的な研究となり得るもので、その意味か
らも本論文は高く評価されるものである。
本論文において特に注目すべきは、第２章第２節の魯迅「故郷」についての研究である。魯迅の
原文と日本の国語科教科書が取り上げてきた竹内好の訳文との差異や誤訳の問題を取り上げて、そこ
から具体的に日中の教材観の相違にまで切り込むという論の展開には、十分な説得力がある。とりわ
け「わら灰事件」の「真犯人」の項の分析は、成人後の「閏土」と「私」との関係性を明示する重要
なものだが、それが誤訳によって日中間において解釈の相違を生んでいるというのは優れた指摘と評
価することができよう。
本論文は以上のような成果が認められるが、また今後の課題に関しても主として以下のような点を
掲げることができる。
まず全体的な課題として 2 点指摘すると、第一に「研究の目的」として筆者が掲げた 2点目の、日
中両国の生徒の読みの比較に関しては、何故に相違が生まれるのかという問題をさらに掘り下げる余
地がある。特に両国の生徒の読みの特徴の把握については、さらなる追究が必要である。
第二に、研究の方法に関わる側面においては、通時性・歴史性が捨象される傾向にあるという課題
も今後は克服されなければならない。例えば、共通教材となった文学教材が日本の教科書からほとん
ど消滅しているという事実に関しては、重要な問題と思われるが、その原因に関しての考察が十分に
なされているとは言い難い面もある。国語教育史の知見を生かした歴史的な捉え方がほしいところで
ある。
各論においては、第 1章において 2011 年の課程標準後の中国の状況は参考に資する内容ではある
が、中国の現行教科書の全国的なシェアーもしくは、使用分布についてのデータがあればさらに説得
力が増すと思われる。人民教育出版社版が全国的に用いられているとのことだが、いったいどのくら
いのシェアーを占めているのか。筆者が具体例として用いた江蘇版は、他の地方版と比べてどのよう
な特色を有するのか。そのような点に関しても、さらに明らかにされたいところである。
いまひとつ、第 3 章第 5 節の李白「静夜思」における「床」の解釈について、筆者は唐代の寝室
の構造的特徴から、屋内のベッドである可能性を否定し、さらには「井戸囲み」を指すとする説を支
持している。筆者は井戸囲みとする解釈の利点としてその合理性を挙げるが、これにはいささかの異
論もある。もしも作者が屋外に身を置いているのならば、月の本体と月光とは瞬時に視界の中に納め
ることができ、「疑是地上霜」がいかにも取ってつけたような非現実的な表現になりはしないだろう
か。そもそも、作中の主人公は夜半に何故屋外にいたのかが不可解になりはしないだろうか。漢詩の
世界で夜半、作中人物が屋外を彷徨する時は通常月明かりに誘われての話である。そうすると、偶然
に月明かりを認識する本詩の主旨とは符合しなくなるのではないか。そのような点についての検証も
必要であろう。
以上のような課題が確認できるものの、本論文全体の研究成果は総合的に十分に評価できるもので
あり、結論として審査員全員が本論文を博士（教育学）の学位授与にふさわしいものと認め、ここに
報告する。
以上
